
（別紙３）

～ 2025年　12月　26日

（対象者数） 6 （回答者数）
5

～ 2025年　12月　26日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・デジリハの利用の上で単独での取り組みばかいではなく、

＋αでさらに運動機能を向上させる工夫や、他児童との協力等

が行えるようなプログラムを考えていく。

2

・職員も外部研修に臨み、新たな知識や専門技術の習得に繋

がるように取り組んでいる。

3

・指導員の数を増やしていき、安定した支援ができるように

なる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・マニュアルは保護者様が閲覧できるように設置し、訓練・

研修等を重ねていく。

2

・今後保護者様に向けたアンケートを実施し、開催するか検

討していく。

3

・サービス開始して間もないことから、保護者や地域との連携

してが機能していないことから、保護者の意見等を伺いながら

取り組める支援等を検討していきたいと思います。

・保護者様より聞き取り等が不十分なため、開催した方が良い

か検討の段階である。

・それぞれの児童に合わせた専門知識を持った支援のアプロー

チを行っている。

・人数が少ない日はマンツーマンでの指導も可能である。今後

は人数が増えてくるため、難しくはなるが2～3人を一人の指

導員で見ていく事となりそうである。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・緊急時や災害等のマニュアル準備や訓練等は実施している

が、実際に起きた場合の対応がスムーズに行えるかはまだ確認

出来ていない為、今後も継続して研修や訓練、外部から講師を

招いての講義を受けながら備えていきます。

・事業所が出来てからの日が浅いため、訓練等がまだまだ必要

である。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・デジリハを導入していることで楽しみながら身体を動かす、

考えて行動する等の活動がしやすくなっている。

・慣れない児童には極力支援が行き届くように近いところで見

れるように工夫している。

・現時点で利用児童に対しての職員の割合に余裕がある為、児

童一人当たりに対する支援が比較的手厚く行えている。

・落ち着かなくなってしまった児童等の対応にも余裕を持った

職員配置と対応を心がけ、該当児童と同時に他の児童にも支援

が安定して行えるように工夫している。
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